
静岡市の中山間地活性化のために

要望書の全文は
こちらから

　オクシズの持続可能な発展を目指して、本年度、私が委員長を務
めた中山間地調査特別委員会がまとめた提言書を市長に提出いたし
ました。
　急激な人口減少と高齢化により、中山間地の存続が危ぶまれてい
ます。また、情報通信基盤の未整備地域が多く、市街地と比較する
と情報格差が顕著に表れています。
　このような中、中山間地に光回線が整備され、生活の向上と新た
な産業の創出が期待される素地が出来上がりました。また、国では
デジタル田園都市国家構想も実現に向けて動き出しています。これ
を活用し、オクシズの潜在資源である、自然・歴史・伝統・文化・
環境に磨きをかけ、オクシズの魅力をそのままに、オクシズならで
はの振興策に取り組む好機です。
　本提言に沿ったオクシズの活性化で、中山間地が抱える諸問題の
解決と、更なる中山間地振興策が推進されることを期待します。

　令和３年度もコロナ対応に終始した一年でした。本市に
おいても第４波から急激に感染者数が伸びた第５波によっ
て緊急事態宣言が発出され、市内経済だけでなく日常生活
にも影響が大きくありました。年が明けた１月からはオミ
クロン株による第６波が急速に拡大し、若年層を中心に感
染が拡大。有効な対策であるワクチン接種は、開始当初の
混乱による遅れを取り戻しつつも、３回目のブースター接
種が未だ継続中です。
　根本的な解決策としては治療薬を待つ以外になく、国内
産の薬品開発と早期の処方に期待をしています。
　コロナ以外の本市の状況として、創生静岡として取り組
んだ清水桜ヶ丘病院の移転新築問題に関しては、市有地を
病院側と交換し、JR清水駅東口に建設する方向で決定しま

した。今後は最大限の災害対策が盛込まれるよう、
市と病院側に要望していきます。
　将来的な人口減少社会への対応や老朽化した公共
資産の管理適正化、税収の減少など今後、静岡市が
取り組むべき課題は多く、現在のコロナ対策ももち
ろんその一つです。しかしながら、今静岡市は海洋
ミュージアム建設やアリーナ誘致など過剰な公共投
資にかじを切ろうとしています。私は市民生活に必
要な施設は整備していくべきだと考えますが、将来
にリスクを負う投資は、今は控えるべきです。令和
３年度は過剰な投資が多く計画されました。令和４
年度はそういった事業を精査し、市民生活に資する
事業へ重点を置くように取り組んでまいります。

令和３年度の総括 静岡市議会議員

　　　令和３年度２月議会が３月１８日（金）に閉会しました。
　　今議会は令和４年度の予算編成を審議。私は一般質問への登壇を
　　はじめ、企業消防委員会での質疑を行いました。また、期会前に
　　中山間地調査特別委員会の提言書を委員長として提出するなど
　　活動しました。以下ご報告申し上げます。

石井こうじ議会レポート

一般会計　３，３７８億円（対前年度　８１億円増　＋２．５％）
全会計　　６，５４１億円（対前年度　１０億円減　△０．２％）

予算編成のポイント
　☆「２つのＬｉｆｅ」を守るため、感染防止対策の徹底と経済回復の実現に向けた取組に予算を重点配分
　☆第３次総合計画の総仕上げとして、「５大構想」を着実に推進する取組を予算に反映
　☆持続可能なまちを目指し、「経済社会変革」「防災・減災、国土強靭化」を推進する取組を予算に反映

２つのＬｉｆｅ　【７１．２億円】

令和４年度　重点事業

６．７億円　　　「まちは劇場」の推進

・静岡市民文化会館の再整備の推進
・春夏秋冬ごとにフェスティバルが楽しめるまちの推進
・オープンスペースを活用した公民共創によるまちなかの再生
・「模型の世界首都」に向けた環境･人財･コンテンツづくり
・「まちかどｺﾝｻｰﾄ」の開催による音楽を通じたまちの活性化

清水みなと祭り静岡市民文化会館

市民の安心・安全の確保　　５３．９億円
・新型コロナウイルスワクチンの確実な接種
・検査費・入院費の助成、健康管理等の支援
・児童福祉施設等における衛生用品等の購入支援

・新型コロナウイルスワクチンの確実な接種
・新型ｺﾛﾅｳｲﾙﾙｽ感染症対策を行う公的病院への支援
・福祉施設における設備改修に対する支援

２月補正 １０．６億円

地域経済の活性化と賑わいの創出　１７．３億円
・中小企業の機械設備導入等に対する支援
・安定的な市内産木材生産体制整備のための支援
・中小企業の円滑な資金調達のための支援

・イベント開催の回復と持続化の支援
・商店街団体等が実施する消費促進事業への支援
・ﾃﾞｼﾞﾀﾙｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰによるｲﾍﾞﾝﾄと消費促進事業の連携

２月補正
まちは劇場ﾊﾟｰﾄﾅｰｲﾍﾞﾝﾄｲﾒｰｼﾞ

景品ｲﾒｰｼﾞ

７．４億円

消費促進事業イメージ

歴史文化の拠点づくり
・歴史博物館の整備・運営（R4.7プレオープン、R5.1開館）
・「どうする家康」放送にあわせた大河ドラマ館の開設･運営
・駿府城公園の夜間景観整備によるナイトツーリズムの推進
・駿府城天守台における野外展示施設の整備推進
・駿府城公園水堀における葵舟の運航と環境の改善

駿府城公園ﾗｲﾄｱｯﾌﾟｲﾒｰｼﾞ歴史博物館

１３．４億円 教育文化の拠点づくり
・「こ・こ・に」を通じたまちづくりを担う人材の養成
・市民に開かれた環境保健研究所の移転整備
・東静岡アート＆スポーツ/ヒロバの運営
・賑わいのある草薙駅周辺エリアに向けたマネジメント支援
・ＪＲ草薙駅周辺の賑わいを創出する道路空間の再整備

東静岡ｱｰﾄ＆ｽﾎﾟｰﾂﾋﾛﾊﾞｼﾁｽﾞﾝｶﾚｯｼﾞ「こ・こ・に」

２．２億円

「健康長寿のまち」の推進
・「かけこまち七間町」の活用と認知症ケアの推進
・市民後見人の養成等による成年後見制度の利用促進
・データを活用した後期高齢者に対するフレイル予防の推進
・「自宅でずっと」を支える地域包括ケアシステムの推進
・静岡のブランド食材を使用したわくわく給食の提供

かけこまち七間町 わくわく給食

２３．１億円
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【松林ゾーン】　約 6,000 ㎡
公園内の既存の松林を保全し、適正管理する。

【プールゾーン（夏期営業７/1～8/31）】
民間レジャープール事業者のノウハウを活かし
た魅力ある施設の整備を行い、年間利用者数
１３万人以上をめざす。
●流水プール
混雑時でも快適に利用できるよう 1,300 ㎡以上の
水面積で整備。プールの出入口にスロープと手
すりを設置。
●ウォータースライダー
集客の目玉となる８０ m 以上のウォータースラ
イダーを２系統、新たに整備します。
●アトラクションプール
民間事業者の自由提案による整備。
■12,000～16,000 ㎡程度　

【公園機能ゾーン（通年）】約 10,000～14,000 ㎡
・芝生・多目的広場、遊具、休憩施設を整備
・カフェ、レストランなどの民間収益施設
　駐車場は 100 台以上、プール期間は臨時 P確保
【松林ゾーン】　約 6,000 ㎡
公園内の既存の松林を保全し、適正管理する。

大浜公園再整備事業（プールのリニューアル）令和７年６月整備完了予定（23 億 7 千万円）

令和 5年「静岡市歴史博物館」開設
（旧青葉小学校跡地）

―初代館長に中村羊一郎氏就任―

　都市の貴重な資源を保存し郷土愛を育み・郷土
に誇りを持つ人材を育成すると共に、静岡市の文
化を発信するために重要な役割を持っています。

　駿河区の玄関口となる静岡駅南口駅前広場において、交通
結節機能を強化するとともに、民間事業者による周辺開発と
連携し、駅前街区を一体的に開発することにより、新しい生
活様式を視野に入れた、政令市にふさわしい魅力ある空間を
創出する。
　令和 4 年度は
事業計画作成に
向けた測量及び、
関係者協議を実
施する。

静岡駅南口駅前広場再整備事業

静岡市のまちづくり

静岡型小中一貫教育について
　令和 4年 4月から、本市では全ての小中学校で中学校単位を一つのグループとして、地域と連携し
ながら、特色のある教育を実現する「静岡型小中一貫教育」がスタートします。
　静岡型小中一貫教育では、「目指す子どもの姿」を学校と地域・保護者が共有し、小中 9年間の「た
てのつながり」と、学校と地域の「よこのつながり」を軸に、その地域ならではの教育を進め、未来
の静岡市を支える「たくましく　しなやかな子どもたち」を育てていきます。
　これまで 6 年をかけて準備してきました。もちろん、ここがゴールではなく、やっとスタートに向
けた準備が整ったところであります。グループがそれぞれ特色を出していかなければなりませんし、
他グループとの比較もされることになります。また、グループの教育方針により、保護者がグループ
や地域を選ぶ可能性もあります。それゆえ期待も大きいですが、重い責任を担ったスタートです。

A

Q

A

Q

A

Q各グループにおける教育構想の
策定はどのように行われるの
か。

　特別支援学級では、個別の教育支援
計画に基づいた小中で連続性のある教
育が実現するため、個性を伸ばす指導
を９年間途切れなく積み重ねることが
できる。また、環境の変化に敏感な子
どもも、より安心して学ぶことができ、
社会の中で自立できる力を効果的に身
に付けることができる。

　教育委員会は、「教育目標の共有」「９
年間を見通した教育課程の編成」「教職
員の協働と児童生徒の交流」「地域との
交流」の４視点を方向性として示した。
これを基に各グループでは、代表校長
を中心に、保護者と地域と教職員によ
る組織を置き、協議を重ねグループの
小中一貫教育構想を策定する。

特別支援学級に在籍する子ど
もたちにとってどのような影
響があるか。

小中一貫教育によって、子どもと向
き合う時間をどのように確保してい
くか。
　グループ内で９年間の教育計画を整理し、そ
れぞれの小学校で共通に扱った学習内容を踏ま
えて中学校での発展的な学習につなげるなど、
学びを効率的に進めることが可能で、カリキュ
ラムに余裕が生じる。さらに、それぞれの学校
で実施していた社会見学などの校外学習、音楽
鑑賞などの行事を合同で行うことで、準備や指
導にかかる教職員の実務を軽減できる。

・３回目接種の実施
　接種規模　２２．４４万人
　①医療機関における接種
　　約300の医療機関
　②集団会場における接種
　　クーポール会館、アピタ静岡及び清水マリンビル等
　③巡回接種
　　山間地等

・１，２回目接種の継続（１２歳以上）

・小児（５～１１歳）接種の実施
　接種規模　２．８万人（５．６万回）
　医療機関における接種　

新型コロナウイルス感染症対策を行う医療機関や、
救急医療体制等の維持・確保に向けた医療機関への
支援を行うことにより、地域医療体制の確保を図る
　・公的病院事業費助成
　・病院群輪番制運営費助成

◆　保健予防関連事業費　約１１億円◆　ワクチン接種事業　約２９億円

令和４年度　新型コロナウイルス感染症対策事業

・感染症患者医療扶助費
　新型コロナウイルス感染症の勧告入院に関し、
　入院医療費自己負担額を助成する
・PCRセンター運営事業
・在宅ドクターサポート事業
　医師等が自宅療養する患者及びその同居家族に
　対し健康管理を行う

◆　地域医療体制確保のための支援　約４億円

消防局
上下水道局 　令和４年度の消防局の予算編成について審議

　消防力強化の為、安全対策課が新設され、災害現場等で活動する
災害機動支援隊の配置や安全管理、教育訓練の強化を担います。
　地域を守る消防団について、処遇改善のため出動報酬を創出し、
出動区分及び活動時間に応じた報酬を支給することになります。
　団員の入団促進に関しては、下記右の消防団紹介写真やカラーガー
ド隊による広報等を強化。また「消防団応援の店」の紹介などで団
員になることのメリットを広く周知していきます。

　約９９億円

　約２０５億円

　水道事業の主な取り組みと
しては管の耐震化・老朽化対
策において昨年度を大きく上
回る目標を設定し、ライフラ
インの強化を図ります。
　また、現在のサービス水準
を維持しながら、持続可能な
水道事業のために施設の小規
模化や統廃合等による効率化
を進めていく。
　一方、新たな取り組みとし
ては脱炭素に向けた省エネ化
やデジタル化を進めることで
新たなニーズへ対応に取り組
んでいく。

　下水道事業においては
管や施設の老朽化対策を
進め強靭化を図ります。
　浸水対策については、
雨水幹線、雨水ポンプ場
などの基幹施設整備を着
実に進め、ゲリラ豪雨や
台風に強いまちの実現に
取り組みます。

雨水幹線整備

生活支援コーディネーターについて
　令和３年度、東海道シグマへ事業委託していた「生
活支援コーディネーター」が令和４年度から静岡市
社会福祉協議会へ再度委託されることになりまし
た。地域との関係性を重視する事業でありながら、
１年での変更です。その背景と課題、令和４年度の
取組について質問しました。

生活支援コーディネーター
高齢者の生活支援・介護予防の基
盤整備を推進していく事を目的と
し、地域での支え合い体制づくり
のため、ネットワークづくりや支
援ニーズやサービスのマッチング
などの役割を担う。

A

Q 東海道シグマが取り組んだ令和３
年度の事業について、どのように
評価しているのか。
　民間事業者の持つネットワークを活用し
た支えあい活動の広がりがみられたが、全
市的な拡大までは至らなかった。また、コー
ディネーターの交代が頻繁にあり、地域と
の関係を十分に築くことができなかった。

A

Q 令和４年度の事業者に静岡市社会
福祉協議会が選定された理由と予
算額はいくらか。
　予算額は１億 317 万円。選定理由は、
地区社協等を核として、商店や企業、NPO
法人等を巻き込んだ支えあい活動の市内全
域への展開を提案している点。さらに市社
協の拠点を通し地域と密着した事業の展開
が期待できる。

　令和 3 年度は事業の見立ての甘さがあった
ことは否めません。その結果、本来であれば
支援できた人ができていなかった可能性もあ
ります。年間で約 1 億円の事業であり、曖昧
さは許されません。高齢者のための支援のす
そ野を広げる明確な責務があります。
　令和４年度は社会福祉協議会が再登板しま
す。今までの経験と、新たな取り組みへの挑
戦を期待するとともに、明確な目標設定が必
要です。

令和４年　２月議会　一般質問
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大浜公園再整備事業（プールのリニューアル）令和７年６月整備完了予定（23 億 7 千万円）

令和 5年「静岡市歴史博物館」開設
（旧青葉小学校跡地）

―初代館長に中村羊一郎氏就任―

　都市の貴重な資源を保存し郷土愛を育み・郷土
に誇りを持つ人材を育成すると共に、静岡市の文
化を発信するために重要な役割を持っています。

　駿河区の玄関口となる静岡駅南口駅前広場において、交通
結節機能を強化するとともに、民間事業者による周辺開発と
連携し、駅前街区を一体的に開発することにより、新しい生
活様式を視野に入れた、政令市にふさわしい魅力ある空間を
創出する。
　令和 4 年度は
事業計画作成に
向けた測量及び、
関係者協議を実
施する。

静岡駅南口駅前広場再整備事業

静岡市のまちづくり

静岡型小中一貫教育について
　令和 4年 4月から、本市では全ての小中学校で中学校単位を一つのグループとして、地域と連携し
ながら、特色のある教育を実現する「静岡型小中一貫教育」がスタートします。
　静岡型小中一貫教育では、「目指す子どもの姿」を学校と地域・保護者が共有し、小中 9年間の「た
てのつながり」と、学校と地域の「よこのつながり」を軸に、その地域ならではの教育を進め、未来
の静岡市を支える「たくましく　しなやかな子どもたち」を育てていきます。
　これまで 6 年をかけて準備してきました。もちろん、ここがゴールではなく、やっとスタートに向
けた準備が整ったところであります。グループがそれぞれ特色を出していかなければなりませんし、
他グループとの比較もされることになります。また、グループの教育方針により、保護者がグループ
や地域を選ぶ可能性もあります。それゆえ期待も大きいですが、重い責任を担ったスタートです。

A

Q

A

Q

A

Q各グループにおける教育構想の
策定はどのように行われるの
か。

　特別支援学級では、個別の教育支援
計画に基づいた小中で連続性のある教
育が実現するため、個性を伸ばす指導
を９年間途切れなく積み重ねることが
できる。また、環境の変化に敏感な子
どもも、より安心して学ぶことができ、
社会の中で自立できる力を効果的に身
に付けることができる。

　教育委員会は、「教育目標の共有」「９
年間を見通した教育課程の編成」「教職
員の協働と児童生徒の交流」「地域との
交流」の４視点を方向性として示した。
これを基に各グループでは、代表校長
を中心に、保護者と地域と教職員によ
る組織を置き、協議を重ねグループの
小中一貫教育構想を策定する。

特別支援学級に在籍する子ど
もたちにとってどのような影
響があるか。

小中一貫教育によって、子どもと向
き合う時間をどのように確保してい
くか。
　グループ内で９年間の教育計画を整理し、そ
れぞれの小学校で共通に扱った学習内容を踏ま
えて中学校での発展的な学習につなげるなど、
学びを効率的に進めることが可能で、カリキュ
ラムに余裕が生じる。さらに、それぞれの学校
で実施していた社会見学などの校外学習、音楽
鑑賞などの行事を合同で行うことで、準備や指
導にかかる教職員の実務を軽減できる。

・３回目接種の実施
　接種規模　２２．４４万人
　①医療機関における接種
　　約300の医療機関
　②集団会場における接種
　　クーポール会館、アピタ静岡及び清水マリンビル等
　③巡回接種
　　山間地等

・１，２回目接種の継続（１２歳以上）

・小児（５～１１歳）接種の実施
　接種規模　２．８万人（５．６万回）
　医療機関における接種　

新型コロナウイルス感染症対策を行う医療機関や、
救急医療体制等の維持・確保に向けた医療機関への
支援を行うことにより、地域医療体制の確保を図る
　・公的病院事業費助成
　・病院群輪番制運営費助成

◆　保健予防関連事業費　約１１億円◆　ワクチン接種事業　約２９億円

令和４年度　新型コロナウイルス感染症対策事業

・感染症患者医療扶助費
　新型コロナウイルス感染症の勧告入院に関し、
　入院医療費自己負担額を助成する
・PCRセンター運営事業
・在宅ドクターサポート事業
　医師等が自宅療養する患者及びその同居家族に
　対し健康管理を行う

◆　地域医療体制確保のための支援　約４億円

消防局
上下水道局 　令和４年度の消防局の予算編成について審議

　消防力強化の為、安全対策課が新設され、災害現場等で活動する
災害機動支援隊の配置や安全管理、教育訓練の強化を担います。
　地域を守る消防団について、処遇改善のため出動報酬を創出し、
出動区分及び活動時間に応じた報酬を支給することになります。
　団員の入団促進に関しては、下記右の消防団紹介写真やカラーガー
ド隊による広報等を強化。また「消防団応援の店」の紹介などで団
員になることのメリットを広く周知していきます。

　約９９億円

　約２０５億円

　水道事業の主な取り組みと
しては管の耐震化・老朽化対
策において昨年度を大きく上
回る目標を設定し、ライフラ
インの強化を図ります。
　また、現在のサービス水準
を維持しながら、持続可能な
水道事業のために施設の小規
模化や統廃合等による効率化
を進めていく。
　一方、新たな取り組みとし
ては脱炭素に向けた省エネ化
やデジタル化を進めることで
新たなニーズへ対応に取り組
んでいく。

　下水道事業においては
管や施設の老朽化対策を
進め強靭化を図ります。
　浸水対策については、
雨水幹線、雨水ポンプ場
などの基幹施設整備を着
実に進め、ゲリラ豪雨や
台風に強いまちの実現に
取り組みます。

雨水幹線整備

生活支援コーディネーターについて
　令和３年度、東海道シグマへ事業委託していた「生
活支援コーディネーター」が令和４年度から静岡市
社会福祉協議会へ再度委託されることになりまし
た。地域との関係性を重視する事業でありながら、
１年での変更です。その背景と課題、令和４年度の
取組について質問しました。

生活支援コーディネーター
高齢者の生活支援・介護予防の基
盤整備を推進していく事を目的と
し、地域での支え合い体制づくり
のため、ネットワークづくりや支
援ニーズやサービスのマッチング
などの役割を担う。

A

Q 東海道シグマが取り組んだ令和３
年度の事業について、どのように
評価しているのか。
　民間事業者の持つネットワークを活用し
た支えあい活動の広がりがみられたが、全
市的な拡大までは至らなかった。また、コー
ディネーターの交代が頻繁にあり、地域と
の関係を十分に築くことができなかった。

A

Q 令和４年度の事業者に静岡市社会
福祉協議会が選定された理由と予
算額はいくらか。
　予算額は１億 317 万円。選定理由は、
地区社協等を核として、商店や企業、NPO
法人等を巻き込んだ支えあい活動の市内全
域への展開を提案している点。さらに市社
協の拠点を通し地域と密着した事業の展開
が期待できる。

　令和 3 年度は事業の見立ての甘さがあった
ことは否めません。その結果、本来であれば
支援できた人ができていなかった可能性もあ
ります。年間で約 1 億円の事業であり、曖昧
さは許されません。高齢者のための支援のす
そ野を広げる明確な責務があります。
　令和４年度は社会福祉協議会が再登板しま
す。今までの経験と、新たな取り組みへの挑
戦を期待するとともに、明確な目標設定が必
要です。

令和４年　２月議会　一般質問



静岡市の中山間地活性化のために

要望書の全文は
こちらから

　オクシズの持続可能な発展を目指して、本年度、私が委員長を務
めた中山間地調査特別委員会がまとめた提言書を市長に提出いたし
ました。
　急激な人口減少と高齢化により、中山間地の存続が危ぶまれてい
ます。また、情報通信基盤の未整備地域が多く、市街地と比較する
と情報格差が顕著に表れています。
　このような中、中山間地に光回線が整備され、生活の向上と新た
な産業の創出が期待される素地が出来上がりました。また、国では
デジタル田園都市国家構想も実現に向けて動き出しています。これ
を活用し、オクシズの潜在資源である、自然・歴史・伝統・文化・
環境に磨きをかけ、オクシズの魅力をそのままに、オクシズならで
はの振興策に取り組む好機です。
　本提言に沿ったオクシズの活性化で、中山間地が抱える諸問題の
解決と、更なる中山間地振興策が推進されることを期待します。

　令和３年度もコロナ対応に終始した一年でした。本市に
おいても第４波から急激に感染者数が伸びた第５波によっ
て緊急事態宣言が発出され、市内経済だけでなく日常生活
にも影響が大きくありました。年が明けた１月からはオミ
クロン株による第６波が急速に拡大し、若年層を中心に感
染が拡大。有効な対策であるワクチン接種は、開始当初の
混乱による遅れを取り戻しつつも、３回目のブースター接
種が未だ継続中です。
　根本的な解決策としては治療薬を待つ以外になく、国内
産の薬品開発と早期の処方に期待をしています。
　コロナ以外の本市の状況として、創生静岡として取り組
んだ清水桜ヶ丘病院の移転新築問題に関しては、市有地を
病院側と交換し、JR清水駅東口に建設する方向で決定しま

した。今後は最大限の災害対策が盛込まれるよう、
市と病院側に要望していきます。
　将来的な人口減少社会への対応や老朽化した公共
資産の管理適正化、税収の減少など今後、静岡市が
取り組むべき課題は多く、現在のコロナ対策ももち
ろんその一つです。しかしながら、今静岡市は海洋
ミュージアム建設やアリーナ誘致など過剰な公共投
資にかじを切ろうとしています。私は市民生活に必
要な施設は整備していくべきだと考えますが、将来
にリスクを負う投資は、今は控えるべきです。令和
３年度は過剰な投資が多く計画されました。令和４
年度はそういった事業を精査し、市民生活に資する
事業へ重点を置くように取り組んでまいります。

令和３年度の総括 静岡市議会議員

　　　令和３年度２月議会が３月１８日（金）に閉会しました。
　　今議会は令和４年度の予算編成を審議。私は一般質問への登壇を
　　はじめ、企業消防委員会での質疑を行いました。また、期会前に
　　中山間地調査特別委員会の提言書を委員長として提出するなど
　　活動しました。以下ご報告申し上げます。

石井こうじ議会レポート

一般会計　３，３７８億円（対前年度　８１億円増　＋２．５％）
全会計　　６，５４１億円（対前年度　１０億円減　△０．２％）

予算編成のポイント
　☆「２つのＬｉｆｅ」を守るため、感染防止対策の徹底と経済回復の実現に向けた取組に予算を重点配分
　☆第３次総合計画の総仕上げとして、「５大構想」を着実に推進する取組を予算に反映
　☆持続可能なまちを目指し、「経済社会変革」「防災・減災、国土強靭化」を推進する取組を予算に反映

２つのＬｉｆｅ　【７１．２億円】

令和４年度　重点事業

６．７億円　　　「まちは劇場」の推進

・静岡市民文化会館の再整備の推進
・春夏秋冬ごとにフェスティバルが楽しめるまちの推進
・オープンスペースを活用した公民共創によるまちなかの再生
・「模型の世界首都」に向けた環境･人財･コンテンツづくり
・「まちかどｺﾝｻｰﾄ」の開催による音楽を通じたまちの活性化

清水みなと祭り静岡市民文化会館

市民の安心・安全の確保　　５３．９億円
・新型コロナウイルスワクチンの確実な接種
・検査費・入院費の助成、健康管理等の支援
・児童福祉施設等における衛生用品等の購入支援

・新型コロナウイルスワクチンの確実な接種
・新型ｺﾛﾅｳｲﾙﾙｽ感染症対策を行う公的病院への支援
・福祉施設における設備改修に対する支援

２月補正 １０．６億円

地域経済の活性化と賑わいの創出　１７．３億円
・中小企業の機械設備導入等に対する支援
・安定的な市内産木材生産体制整備のための支援
・中小企業の円滑な資金調達のための支援

・イベント開催の回復と持続化の支援
・商店街団体等が実施する消費促進事業への支援
・ﾃﾞｼﾞﾀﾙｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰによるｲﾍﾞﾝﾄと消費促進事業の連携

２月補正
まちは劇場ﾊﾟｰﾄﾅｰｲﾍﾞﾝﾄｲﾒｰｼﾞ

景品ｲﾒｰｼﾞ

７．４億円

消費促進事業イメージ

歴史文化の拠点づくり
・歴史博物館の整備・運営（R4.7プレオープン、R5.1開館）
・「どうする家康」放送にあわせた大河ドラマ館の開設･運営
・駿府城公園の夜間景観整備によるナイトツーリズムの推進
・駿府城天守台における野外展示施設の整備推進
・駿府城公園水堀における葵舟の運航と環境の改善

駿府城公園ﾗｲﾄｱｯﾌﾟｲﾒｰｼﾞ歴史博物館

１３．４億円 教育文化の拠点づくり
・「こ・こ・に」を通じたまちづくりを担う人材の養成
・市民に開かれた環境保健研究所の移転整備
・東静岡アート＆スポーツ/ヒロバの運営
・賑わいのある草薙駅周辺エリアに向けたマネジメント支援
・ＪＲ草薙駅周辺の賑わいを創出する道路空間の再整備

東静岡ｱｰﾄ＆ｽﾎﾟｰﾂﾋﾛﾊﾞｼﾁｽﾞﾝｶﾚｯｼﾞ「こ・こ・に」

２．２億円

「健康長寿のまち」の推進
・「かけこまち七間町」の活用と認知症ケアの推進
・市民後見人の養成等による成年後見制度の利用促進
・データを活用した後期高齢者に対するフレイル予防の推進
・「自宅でずっと」を支える地域包括ケアシステムの推進
・静岡のブランド食材を使用したわくわく給食の提供

かけこまち七間町 わくわく給食

２３．１億円

the Bridge
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